
２０１２年３月発行 第９号 
医療人育成・支援センターだより 

第８回Ｓｕｒｇｉｃａｌ Ｓｋｉｌｌ Ｔｒａｉｎｉｎｇ  

（2011/12/13） 

English Communication Skill Seminar 特集 

福島アドバンスド・コース（ＦＡＣＥ）が１０回を数えました  

平成２１年度より「大学病院連携型高度医療人養成推進事業 

～東北高度医療人キャリアパス支援システム～」の一環として

開始した「福島アドバンスド・コース（ＦＡＣＥ）」がこの２月に 

１０回を迎えることが出来ました。毎回、定員３０名で募集をし

ていますが、回を重ねるごとに参加者が増え、特に第７回の 

ＦＡＣＥでは震災後にも関わらず、４０を超える方に参加いただ 

きました。 

また、ＦＡＣＥは豊かな講師陣が魅力の一つになっています。 

第２回には従来の創傷治癒に革命を起こしている夏井 睦先生 

（石岡第一病院 傷の治療センター長）、第８回には“一度見れば 

忘れないＳｐＰｉｎな身体所見”を合言葉に活躍されている須藤 

博先生（大船中央病院副院長・総合内科部長）、身体診察の 

スペシャリストとしてご高名な筑波大学附属病院水戸地域医療

教育センター総合診療科教授の徳田安春先生には第５回、９回と 

２年連続で講師を引き受けていただきました。 

来年度も６月を皮切りに計４回開催予定です。皆さんの声を 

参考に、今まで以上に魅力的な内容にしていきたいと思います

ので、是非一度会場まで足をお運び下さい。皆さんのご参加を 

心よりお待ちいたしております。 

医学英語の学習はカリキュ

ラムの中で低学年生を対象

に行われてきました。このた

め、ＢＳＬ入った学生、研修

医、大学院生、医学博士・修

士を目指している若手医師、

留学の希望のある医師の

ニ ー ズ に は 応 え る こ と が 

できませんでした。 

センターの医学教育部門ではこの改善のために、２００８年１０月

からＥｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｋｉｌｌ Ｓｅｍｉｎａｒを定期的に 

企画し、本学で学んでいる学生・教職員、附属病院で働いている

医療人が実践的な医学英語力を培うためのサポートを行って 

来ました。 

このセミナーは学内外の数多くの先生方の協力に支えられて

継続されてきました。Ｋｅｎｎｅｔｈ Ｅ．Ｎｏｌｌｅｔ 先生（輸血・移植免

疫学）には当センターの特任教授になっていただき、Ｎａｔｉｖｅ  

Ａｍｅｒｉｃａｎの立場からいろいろなアドバイスを、また、学内の 

英語教員の方にはセミナーを契機にＬＬ教室の時間外利用を 

第２回ＦＡＣＥ 

第２回ｉＰａｄ塾（楽しいｉＰａｄ塾（ほいほい保存術）） 

（2011/12/19） 

可能にしていただきました。さらに、後藤 あや先生（公衆衛生学） 

にはタスクフォースとして加わりいただき、企画を立体的にして

いただいております。 

学外からは本邦の医学英語教育の巨人（Ｐａｔｒｉｃｋ Ｂａｒｒｏｎ 教授、 

Ａｌａｎ Ｌｅｆｏｒ 教授）やプリンス（押味 貴之先生）にも素晴らしい

レクチャーをしていただきました。プレゼンテーションスキル、 

ポスター作製、論文の書き方、外国留学など、毎回、多様な 

トピックで５０～８０名程度の希望参加者が学んでいます。 

医療人としての経験・医学研究者としての成果をしっかり 

伝えられる医療人を育てることが狙いです。今後とも御協力を 

お願いします。（コーディネータ 石川和信） 

 

★ＨＰはこちら 

 →(http: //www.fmu.ac.jp/ 
  home/cmecd/ 
  Skill_Up_English.html)  

 

第８回ＦＡＣＥ 第９回ＦＡＣＥ 第１０回ＦＡＣＥ 

中心静脈（ＣＶ）カテーテル挿入トレーニング 

（2011/11/28） 

第１０回 

第１回 



活 動 報 告 
◆ 全 員 参 加 Ｆ Ｄ 講 習 会  

 

第４４回医学教育セミナーとワークショップ in 福島 

 日時：平成２４年５月２６日（土）～２７日（日） 

 場所：本学内（福島市） 

 参加費：資料代として2,000円（学部学生無料） 

 申込締切：平成２４年５月１３日（日） 

  【主催】岐阜大学 医学教育開発研究センター 

  【共催】福島県立医科大学 

女性医師支援センターでは、
学生が社会人としての高い 
意識を持ち、夢や目標を達成 
できる環境を整え、また医師 
には、多様なライフイベントに
対応して“働き続けられる” 
“一時離職しても復職できる” 
環境を整備し、その支援策を 

整え、今後のキャリアプランについて話し合う『医師・研究者等 
と学生との交流会』を定期的に開催しています。 
平成２３年１２月１４日（水）に、今年度第２回目となる交流会を
医療研修センター（９号館）看護部研修室にて開催しました。
「医師として働くと、どんな生活が待っているの？」「将来、こん
な医師になりたい！」社会人になる疑問は尽きないけれど、 
学生の身近なロールモデルとなる先輩女性医師・男性医師から

 

★ スケジュール ★ 

WS−１ 災害から学ぶ実践的医療教育  

WS−２ 厳しい現実に向き合うこころのケアと医療面接  

WS−３ 地域枠入学者と地域医療教育のプランニング  

特別セミナー「震災後の社会が医療者に求めていること」  

見学体験セミナー ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ教育の授業活用： ﾊﾞｰﾁｬﾙ医学生 

現在、医学生・看護学生、研修医、
若手医療人の医療コミュニケー
ション教育に福島医大模擬患者
（ＳＰ simulated patient）の方々に 
協力していただいています。 
臨床実習入門・ＯＳＣＥ、臨床実習
など、幅広いユニットで４０数名の
ＳＰさんに分担して教育に協力していただいています。医学部 
定員が大幅に増加していることから、今年度、新規に養成会 
参加者を募集します。医学教育に協力していただきながら、 

自らのコミュニケーション・コーチングスキル、
医学知識などを学ぶことができます。 
詳しくは医療人育成・支援センターにお問い合
わせ下さい。  

自身の子育てと医師としての仕事の両立について経験を 
踏まえたお話しをいただき、ワーク・ライフ・バランスを保ちながら
医療人として活躍するための意見交換等、会話が弾みました。 
男子学生を含む３０名が参加し、実施後のアンケートからは、
「とてもリアルなお話で、いい言葉もたくさん聞けてとても勉強
になりました。私もずっと医師を続けていきたいと思った。」 
「仕事と家庭の両立の仕方、将来の仕事や生活、自分を取り巻く
環境などについて、具体的なイメージを持つことができた。」 
などの声が多く聞かれました。 
２４年度も７月と１２月に交流会を開催予定で、キャリアプラン 
を考えるよい機会となる様、内
容を企画中です。 

女性医師支援活動 
◆ 医 師 ・ 研 究 者 等 と 学 生 と の 交 流 会  

医療人育成・支援センターでは、

昨年８月より医学生・研修医を 

対象とした災害・放射線被ばく 

医療研修を行っています。 

本学医師による放射線被ばく 

医療に関する講義、震災後の 

南相馬市 での 医療活動 状況 

報告、仮設住宅における健康相談や住民との交流など、多様

な研修内容となっています。 

仮設住宅へお邪魔しての健康相談時には、医学生・研修医が

住民の方へ血圧測定を行っているほか、当センター所属の 

医師により仮設住宅で健康に過

ごすためについてお話させて 

いただいています。 

この研修は来年度以降も医学生・

研修医を対象に継続的に行って

いく予定です。 

◆ 災 害 ・ 放 射 線 被 ば く 医 療 研 修  

平成２３年度は東日本大

震災・東京電力福島第一

原 子 力 発 電 所 事 故 を 

受けて、本県出身で三春

町の福聚寺住職の玄侑

宗久さんに講演をお願い 

いたしました。 

玄侑さんは芥川賞作家で

あり、本県のオピニオン・ 

リ ー ダ ー の 一 人 と し て 

復興構想会議のメンバーも務められました。 

当日は３７０名を超える職員が会場を訪れ、『医療における 

全体性をめぐって』と題して行われた、医療の持つ社会性、 

多面性についての話に熱心に耳を傾けていました。また玄侑 

さんは、医療職が単なる技術者ではないことを‘福島の今’に 

照準を合わせてお話されました。今回の講演は、医大が果たす 

社会的な役割について考えるまたとない機会となりました。  

福島県立医科大学 医療人育成・支援センター（ＣＭＥＣＤ） 
〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 

Tel ： 024-547-1047 ／ Fax ： 024-547-1715 
e-mail ： CMECD@fmu.ac.jp ／ HP ： http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/index.html 

模擬患者(SP)さん募集中！ 
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